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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　充電スタンドにおいて車両の充電プロセスを確保する方法であって、
　ａ０）前記充電スタンド側で、充電時間を決定される、および／または、支払い処理を
実行するステップと、
　ａ）前記充電スタンド側で、ユーザに対しランダムまたは疑似ランダムの第一リリース
・コードを出力するステップと、
　ａ１）前記充電スタンド側から、充電ケーブルの前記車両への連結をもたらす連結信号
を前記車両に送信するステップと、
　ｂ）前記充電スタンド側で、前記充電電流を放出するステップと、
　ｃ）前記充電スタンド側で、ユーザによって入力された第二リリース・コードを受信す
るステップと、
　ｄ）前記充電スタンド側で、前記第一リリース・コードと前記第二リリース・コードと
対比するステップと、
　ｅ）肯定的な対比結果の場合には、前記充電スタンド側で、前記充電電流を遮断するス
テップと、
　ｅ１）前記充電ケーブルの、前記車両からの前記連結解除をもたらす連結解除信号を、
前記充電スタンド側から前記車両に送信するステップと、
　ｆ１）前記第二リリース・コードの前記入力に関係なく、前記充電時間の満了の時点で
、前記車両側で前記充電ケーブルを連結解除するステップと、
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を含む方法。
【請求項２】
　　ステップａ）からｂ）が充電プロセスの開始時点で行われること、および、ステップ
ｃ）からｆ１）が前記充電プロセスの終了時点で行われることを特徴とする、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　　前記第一リリース・コードが前記充電スタンドで生成され、前記充電スタンドによっ
て、受領書プリンタ、ディスプレイ、または電子メッセージを介して前記ユーザに出力さ
れることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　　前記第二リリース・コードが、前記ユーザによって、前記充電スタンド側または前記
車両側で入力されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　　充電スタンドと前記車両との間の前記通信は、前記充電ケーブルを介して行われ、好
ましくはＣＨＡＤＥＭＯプロトコルまたは電力線通信（ＰＬＣ）プロトコルを使用して行
われることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　　前記第一リリース・コードが、前記充電スタンドにおいて生成されるか、または管理
センターから前記充電スタンドにおいて受信されることを特徴とする、請求項１に記載の
方法。
【請求項７】
　　車両、特に電気車両のための充電スタンドであって、
　－　充電時間を決定される、および／または、支払いを処理するよう構成された手段と
、
　－　ランダムまたは疑似ランダムの第一リリース・コードをユーザに対し出力するよう
構成された出力手段と、
　－　前記充電電流を放出するよう構成され、前記車両への充電ケーブルの連結をもたら
す連結信号を前記車両に送信するよう構成された制御手段と、
　－　ユーザによって入力された第二リリース・コードを受信するよう構成された受信手
段と、
　－　前記第一リリース・コードと前記第二リリース・コードとを対比するよう構成され
た比較手段と、
を有し、
　－　前記比較手段は前記制御手段との動作接続を有し、肯定的な対比結果の場合は、前
記制御手段が前記充電電流を遮断し、
　－　前記制御手段は、前記充電ケーブルの、前記車両からの前記連結解除をもたらす連
結解除信号を前記車両に送信するよう構成され、前記第二リリース・コードの前記入力に
関係なく、前記充電時間の満了の時点で、前記車両側で前記充電ケーブルが連結解除され
る、
前記充電スタンド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、充電スタンド、および充電スタンドにおける車両、具体的には電気車両の
充電プロセスを保証する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気車両の使用により、現在自家輸送に関連する多くの問題の解決が期待される。すな
わち、これらを駆動するために必要な駆動源を環境に配慮した方法で生成することができ
、実際の車両からは排気ガスが産生されず、騒音レベルが低減され、電気駆動自体は、原
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理上、化石燃料の燃焼に依存するエンジンよりも高い効率を可能にする。
【０００３】
　しかしながら、電気車両がより広範に使用されるためには、従来の液体燃料用給油所網
と同様に、簡単で地理的に広範囲に及ぶエネルギー充足の機会を設ける必要がある。これ
は料金精算および充電プロセスを保証する上で問題を提起する。現在では、電力供給に対
するインフラストラクチャは、少なくとも地理的に環境が整ってきたが、コンセントから
のエネルギー消費をユーザ毎に簡単に分析して、素早く算定することはできず、必要な場
合限定量に対し、その場で請求される。
【０００４】
　誰もが使える給電スタンド、すなわち公衆がアクセス可能な充電スタンドを構築するた
めには、これらスタンドは、実用上、液体燃料の給油ポンプのように操作が容易で、また
、充電に対する制限量および請求について同様な処理方法が実現可能でなければならない
。したがって、車両ユーザの観点からは、違いはできるだけ少ない方がよい。
【０００５】
　コネクタの抜け落ちを防止する既知の安全メカニズムでは、車両からの機械的インター
ロックの制御が行われる。また、充電スタンドもコネクタが車両にプラグインされたかど
うかをモニタする。コネクタが引き抜かれると、充電コネクタに存在する高電位による該
コネクタからの危険がないように充電電流が遮断される。
【０００６】
　しかしながら、これは、車両からの意図的な充電コネクタの引き抜きが充電プロセスの
遮断をもたらす原因となり得る。特に、充電に先立って充電プロセスに対する支払いが既
に行われている場合、これは回避すべきである。この場合、ユーザもその充電スタンドで
支払った分の時間、車両に充電したいだろう。上述の問題は特に、直流で充電する場合に
関連する。直流で充電している間に取得された電力量を測定できる較正された方法はまだ
存在しない。直流で充電する場合はそれよりむしろ充電時間が測定される。したがって、
事前に支払われた充電時間が、車両を充電するために実際に使われることを確実にする必
要がある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前述の理由から、本発明の目的は、充電スタンド側が充電プロセスを保証することを含
む、車両を充電するための方法を提供することであった。
【０００８】
　この目的は、請求項１に記載の方法による第一態様によって達成される。
【０００９】
　充電スタンド側が、ユーザに対しランダムまたは疑似ランダムの第一リリース・コード
を出力できるようにすることが提案がされる。この第一リリース・コードは数字のシーケ
ンスとすることも、文字のシーケンスすることも、または別のコードとすることも可能で
ある。リリース・コードは、特定のパターンに従って生成されるのでなければ、疑似ラン
ダムであるが、潜在的攻撃者によって事前に予測できないものである。これは、例えば、
リング・バッファからのコードとすることも可能である。また、この第一リリース・コー
ドは乱数ジェネレータで生成することもできる。
【００１０】
　充電スタンド側で第一リリース・コードが出力されたならば、充電電流を放出すること
が可能になる。好ましくは、充電電流の放出に先立って、充電ケーブルが車両に適正に挿
入されていることのさらなる確認が行われる。確認は、充電ケーブルによるユーザへの危
険がないことを確実しなければならない場合に必要である。充電が開始された時点から充
電プロセスが始まる。充電プロセスは、好ましくは、ユーザが事前に決めて支払った分の
時間によって定められる。上記は、特に直流による充電プロセスに対し適用される。
【００１１】
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　充電プロセスの最中に、または充電プロセスの支払い済み分の時間が終了した時に、ユ
ーザは、車両から充電ケーブルを取り外したくなる。そのためには、ユーザによって入力
された第二リリース・コードを充電スタンド側で受信することが提案される。好ましくは
、ユーザは、先に出力された第一リリース・コードを書き留めておくか、あるいは充電ス
タンドがこれをユーザに示しておくことになる。これにより、ユーザは第二リリース・コ
ードを入力することができ、このコードは第一リリース・コードと同一である。
【００１２】
　第二リリース・コードの第一リリース・コードへの一致を確認するために、充電スタン
ド側で、第一リリース・コードが第二リリース・コードと対比される。このため、充電ス
タンド側で出力された第一リリース・コードが、充電スタンドに記憶されている必要があ
る。該記憶は、好ましくは無許可のアクセスに対し保護されている。この点で、第一リリ
ース・コードを、例えば、暗号化された方法で充電スタンドに記憶することが可能である
。該対比は、第一リリース・コードが入力された第二リリース・コードと同一かどうかを
確認することによって行われる。
【００１３】
　２つのリリース・コードが一致している場合、充電スタンド側で、充電電流が遮断され
る。このとき充電プロセスを終了することができる。
【００１４】
　第二リリース・コードを入力し、該第二リリース・コードを出力済の第一リリース・コ
ードと対比することによって、充電プロセスを開始した人だけが充電プロセスを遮断でき
ることを確実にする。該ユーザだけが第一リリース・コードを知らされている。
【００１５】
　ある有利な例示的実施形態によって、充電電流の放出ステップに先立って、充電スタン
ド側で、充電ケーブルの車両への連結をもたらす連結信号を車両に送信することが提案さ
れる。
【００１６】
　これは、例えば、ＷＬＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、赤外線
、近距離無線通信、または類似技術を介して無線で行うことができる。また、充電ケーブ
ル自体を介して通信を行うことも可能である。この点で、例えば、充電ケーブルが、送電
に必要な電線とは別に通信用の電線を有することも可能である。例えば、車両のＣＡＮ－
Ｂｕｓと通信を行うことが可能な、これらの電線を８本設けることもできよう。さらに、
電力線を介して通信を行うことも可能である。このために、電力線通信（ＰＬＣ：Ｐｏｗ
ｅｒ－Ｌｉｎｅ－Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）プロトコルを使用できることが好ましい
。
【００１７】
　さらに、充電スタンド側で、車両が連結信号に適正に応答したこと、および充電ケーブ
ルが実際に連結されたことの確認が行われる。これは、車両が、充電スタンドに、充電ケ
ーブルが車両に連結されたとの確認信号を送信することによって行うことができる。充電
スタンドにおいてこの確認信号の受信をモニタすることができる。この信号が受信された
時点においてだけ充電電流の放出が行われる。
【００１８】
　このプロセスが終了した時点で、すなわち、適正な第二リリース・コードが入力され、
充電電流が遮断された時点で、充電ケーブルを車両から連結解除する必要がある。このた
め、充電電流を遮断するステップの後、充電スタンドから車両に連結解除信号を送信する
ことが提案される。これは、連結信号と同じ方法で車両に送信することができる。次いで
、充電スタンド側で、車両が充電ケーブルを実際に連結解除したことの確認を行うことが
できる。
【００１９】
　上記で既に述べたように、ステップａ）の前に、充電スタンド側で充電時間が決定され
る。これは、具体的には直流を使用して充電する場合の事例である。直流で充電する場合
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、例えば、４００ボルトの電圧、１７０アンペアの電流を用いることができる。この場合
、例として、３０分以内にバッテリが８０％充電されることになる。直流充電の充電調整
は充電スタンドによって行われる。したがって、充電スタンドは、充電プロセスが何時終
了するかについての責任も持たねばならない。
【００２０】
　特に、充電が充電の時間に依存する場合は前払いが望ましい。したがって、ステップａ
）に先立って、充電スタンド側で支払い処理を行うことも提案される。例として、ユーザ
は、充電時間を指定し必要なコストを直接充電スタンドに支払うことができる。この支払
いは、例えば、クレジットカードまたはＥＣカードで行うことができる。このようなとき
多くの場合、ユーザは、その支払いを承認するためＰＩＮコードを入力する必要がある。
したがって、この場合、充電スタンドはディスプレイおよびＰＩＮパッドを既に具備して
いる。第一リリース・コードを、例えば、このディスプレイを介して出力することができ
る。ただし、その他の出力も可能である。支払い処理にも使われるこのＰＩＮパッドを、
第二リリース・コードの入力ためにさらに使用することができる。
【００２１】
　また、ステップａ）からｂ）を、充電プロセスの開始時に実行することが提案される。
すなわち、充電プロセスは、少なくともステップａ）からｂ）によって開始される。
【００２２】
　好ましくは、充電プロセスの終了時に、ステップｃ）からｅ）が実行される。しかして
、充電プロセスは、少なくともステップｃ）からｅ）を実行することによって終了するこ
とができる。
【００２３】
　前述したように、充電プロセスに対する支払いは事前に行うことができる。これは、例
えばクレジットカードまたはＥＣカードを使って支払うことによって行うことができる。
この場合、ユーザとしては、税法に関するものも含めて領収書を発行して貰えれば好都合
なことが多い。これに応ずるため、多くの場合充電スタンドは受領書のプリンタを有する
。この受領書プリンタは、有利な仕方で第一リリース・コードの出力にも使用することが
できる。出力は、ディスプレイ上に、例えば、支払いにも使用されるディスプレイ上に表
すことができる。最後に、電子メッセージを使って、リリース・コードをユーザに伝える
ことも可能である。例えば、ユーザが自分の携帯電話番号を示し、第一リリース・コード
を、テキスト・メッセージとして自分の携帯電話に送信するよう指示することが可能であ
る。ｅメールを使ってユーザに第一リリース・コードを送信することもできる。
【００２４】
　ユーザが充電プロセスを遮断すること望む場合、ユーザは、できるだけ早く第二リリー
ス・コードを入力する必要がある。ユーザが、該第二リリース・コードを、充電スタンド
側または車両側で入力することが提案される。充電スタンド側の入力の場合、前述のＰＩ
Ｎパッドを使用することができる。また、第二リリース・コードを、携帯電話ネットワー
クを介してテキスト・メッセージによって充電スタンドに送信することも可能である。こ
の場合、充電スタンドでは、ユーザがテキスト・メッセージを送信可能な、例えば携帯電
話番号または別の電話番号を示すことができる。また、アプリケーション（app, Apps（
英、独訳））を用いて第二リリース・コードを充電スタンドに送信することが可能である
。
【００２５】
　車両側で入力する場合、ユーザは、例えば、車両に設置されたキーパッドを使用するこ
とができる。例えば車両側での音声入力も可能であろう。このため、例として、車両側で
統合電話（integrated telephone, integrierten Telefons（英、独訳））の音声認識デ
バイスを用いることができよう。このデバイスは既に、数字の音声入力を認識するのに適
するようになっている。しかして、例えば、車両側で第二リリース・コードを入力するた
めにこれを使うこともできよう。
【００２６】
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　連結および／または連結解除信号の通信、並びに、充電パラメータおよび充電調整自体
の通信は、充電スタンドと車両との間の通信リンクおよび通信プロトコルを必要とする。
このため、充電スタンドと車両との間の通信は、好ましくはＣＨＡＤＥＭＯプロトコルを
使用し、充電ケーブルを経由することが提案される。ＣＨＡＤＥＭＯプロトコルは充電制
御に使われ、また、連結信号および連結解除信号の通信に使用することもできる。充電ス
タンドと車両との間の通信は、ＰＬＣを介して行うこともできる。電力線を介して、通信
を行うことができる。具体的にはＤＣラインを介する通信を行うことができる。
【００２７】
　充電プロセスを終了した最終時点では、充電スタンドは他のユーザに使用可能であるべ
きである。充電スタンドがユーザの車両を充電しなくなった場合、ユーザが充電スタンド
に支障を来たさないように、充電時間の満了時点で、第二リリース・コードの入力と関係
なく、充電ケーブルを車両側で連結解除することが提案される。このため、例として、充
電スタンドは、支払い済み充電時間の満了時点で車両に連結解除信号を送信することがで
き、これにより車両は充電ケーブルを連結解除する。連結解除された充電ケーブルは、例
えば、視覚的告示によって第三者に信号伝達することができる。これは、たとえ前のユー
ザが、充電時間が満了したのに第二リリース・コードを入力して該充電ケーブルを解放し
ていなかったとしても、充電スタンドが引き続き使用できることを確かにする。
【００２８】
　上で既に説明したように、第一リリース・コードは充電スタンドにおいて生成すること
ができる。これは、例えば、リング・バッファまたは乱数ジェネレータからの読み取りに
よって行うことができる。また一方では、充電スタンドにおいて、第一リリース・コード
を管理センターから受信することも可能である。このため、例として、充電スタンドは管
理センターに要求信号を送信でき、これを受け、管理センターにおいて、リリース・コー
ドが決定、計算または読み出しされ、次いで充電スタンドに送信される。この点で、該送
信は、例えば暗号化方式で行うことができる。電力線通信を使った通信も同様に可能であ
る。また一方、例えば、ＧＳＭ（登録商標）、ＵＭＴＳ、ＷＬＡＮ、ＥＤＧＥ、Ｗｉ－Ｆ
ｉまたは類似技術など、他の伝送路も可能である。最後に、ＤＳＬ経由および／またはイ
ンターネット・プロトコルの使用など有線送信も可能である。
【００２９】
　さらなる発明は、請求項１０に記載の充電スタンドである。
【００３０】
　これに関連して、本充電スタンドは、ランダムまたは疑似ランダムの第一リリース・コ
ードをユーザに出力するよう構成された出力手段を具える。この出力手段は、ディスプレ
イ、受信プリンタまたは類似のものとすることができる。この出力手段は通信手段と関連
付けることもでき、ユーザの電話またはｅメールアカウントへ第一リリース・コードを送
信できるようにする。これにより、ユーザに、第一リリース・コードを電子的に送信する
ことができる。
【００３１】
　また、本充電スタンドは、充電電流を放出するよう構成された制御手段を具える。制御
手段は、例えば充電ケーブルまたは無線で車両と通信することができる。制御手段は、好
ましくはＣＨＡＤＥＭＯプロトコルを介して通信を行うよう構成される。制御手段は充電
ケーブルの充電コントローラおよび給電システムへの接続の解放および遮断をするようさ
らに構成される。このように、制御手段を用いて充電電流を放出または遮断することがで
きる。制御手段は、適切にプログラムされたマイクロコンピュータの形を取ることができ
る。
【００３２】
　また本充電スタンドは、ユーザによる第二リリース・コードの入力を受信するよう構成
された受信手段を有する。受信手段は、例えば、いくつかのパッド／文字パッドまたはＰ
ＩＮパッドで構成することができ、これらを介して、ユーザは、数字コード／文字コード
を手動で入力することができる。また、受信手段は、ユーザからテキスト・メッセージを
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受信するために、通信手段と接続することができ、ユーザはその中に第二リリース・コー
ドを提供する。さらに、音声認識手段も備えることができ、ユーザが、自分の声を使い、
充電スタンドに直接にもしくは自分の電話を介して、第二リリース・コードを入力するこ
とを可能にする。
【００３３】
　比較手段を設けることができ、比較手段は、第一リリース・コードと入力された第二リ
リース・コードとを対比する。比較手段は２つの数字シーケンスまたは２つの文字シーケ
ンスの間での対比を可能にする、マイクロプロセッサとすることができる。このために、
本充電スタンドには、第二リリース・コードとの対比が行われるときまで、第一リリース
・コードの出力を保持するバッファ・メモリを含めることができる。
【００３４】
　最後に、比較手段は、制御手段との動作接続を有する。動作接続は、少なくとも、肯定
的な対比結果が出た場合に充電電流を切断する役割をする。このため、充電コントローラ
および充電ケーブルの、給電システムからの切り離しを行うことができる。
【００３５】
　前述した手段とは別に、本充電スタンドは、車両との通信のためのさらなる通信手段を
有することができる。通信手段は、特に、連結信号および連結解除信号を送信するため、
並びに充電ケーブルの車両への連結を確認するために設けることができる。また、通信手
段は制御手段との動作接続を有することができ、これにより、通信手段は、例えば、ＣＨ
ＡＤＥＭＯプロトコル、またはＰＬＣプロトコル、あるいは電力線またはパイロット・ラ
イン経由での通信が可能な別のプロトコルを介した車両との通信も可能にする。
【００３６】
　この方法およびデバイスの機能は、相互に自由に組み合わせることができる。具体的に
は、従属請求項の機能は、独立請求項の機能が不在の場合を含め、単独でまたは自由に相
互に組み合わされて、個別に進歩性を構成する。
【００３７】
　また、前述の方法はコンピュータ・プログラムとして、またはストレージ媒体に格納さ
れたコンピュータ・プログラムとして実施することができる。これに関連し、充電スタン
ド側で、マイクロプロセッサを適切にプログラムし、コンピュータ・プログラムを使って
、それぞれの処理ステップを実行することが可能である。
【００３８】
　例示的な実施形態を示した図面を使って、以下の通り本発明をさらに詳細に説明する。
図面は以下のとおりである。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】ある例示的な実施形態による、充電スタンドの概略図である。
【図２】リリース・コードを入力し、リリース・コードを出力するためのデバイスの概略
図である。
【図３】充電スタンド、車両、および管理センターを含むシステムの概略図である。
【図４】車両側の連結デバイスの詳細図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　図１は充電スタンド２を示す。充電スタンド２は供給ネットワーク４に接続されている
。充電スタンド２に配置された充電ケーブル６は、充電コントローラ８を介してエネルギ
ー供給ネットワーク４に接続することができる。充電コントローラ８は制御手段１０を介
して制御され、具体的には、充電電流を放出および遮断するために、制御手段１０によっ
て駆動することができる。
【００４１】
　さらに、充電スタンド２にはマイクロプロセッサ１２が具えられ、これは、一方では、
充電ケーブル６を介して車両と通信するために通信手段を有し、他方では、制御手段１０
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と入力／出力端末１４との間の通信を制御する。
【００４２】
　最後に、通信手段１６は、制御手段１２と接続することができる。通信手段１６は、一
方で、例えば、近距離無線通信を使い無線チップなどの通信回路を介して、無線で車両と
通信することができる。さらに、通信手段１６は、例えば、ＤＳＬを介してまたはＧＳＭ
／ＵＭＴＳ／ＥＤＧＥ／ＬＴＥを介して、有線通信または無線で管理センターと通信する
よう構成することができる。
【００４３】
　図２には、入力／出力端末１４がさらに詳しく示されている。図に見られるように、入
力／出力端末１４はＰＩＮパッド２０を有する。ユーザは、このＰＩＮパッド２０を用い
て数字および／または文字を入力することができる。さらに、ディスプレイ２２が具えら
れ、これによって、ユーザは自分の入力を確認することができ、入力要求事項および他の
情報をユーザに伝えることができる。
【００４４】
　入力／出力端末１４はカード・リーダー２４を有し、これ用いて、例えば、ＥＣカード
またはクレジットカードを読み取ることができる。入力／出力端末１４中のマイクロプロ
セッサ（図示せず）は、しかして、クレジットカードまたはＥＣカードによる支払い処理
の制御を可能にする。
【００４５】
　最後に、入力／出力端末１４は、受領書プリンタ２６を有する。受領書プリンタ２６は
、一方で領収書をプリントし、他方で受領書２８に第二リリース・コードをプリントする
。
【００４６】
　図３は、充電スタンド２、車両３０、および管理センター３２を有するシステムを示す
。また、図３は、無線通信経路３４および３６を示す。無線通信経路３４は、例えば、充
電スタンド２またはその中に配置された通信手段１６と車両３０との間で、例えば、ＷＬ
ＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＺｉｇＢｅｅ、ＤＥＣＴ、または類似技術を介
する無線通信を可能にする。
【００４７】
　無線通信経路３６は、充電スタンド２と管理センター３２との間の通信を可能にする。
このため、無線通信経路３６は、例えば、ＧＳＭ－／ＵＭＴＳ－／ＬＴＥリンクとするこ
とができる。また、この接続経路は、少なくとも部分的にインターネット３８を使用して
もよい。
【００４８】
　図４は、連結デバイス４０を示し、これは、充電ケーブル６または充電ケーブルのコネ
クタ６ａを連結するため車両３０に配置することができる。この連結デバイス４０は、コ
ンタクト４２を有し、これは充電ケーブル６の電線と接続される。この点で、例えば、電
力線に対するコンタクト４２と、通信ラインに対するコンタクト４２とを設けることがで
きる。図示された２つのコンタクト４２は単なる例である。
【００４９】
　通信手段４４も連結デバイス４０中に設けられ、通信手段４４は通信プロセッサとする
ことができ、これは、一方で充電ケーブル６を介して車両２と通信することができ、もし
くは無線経路３４を介して無線による通信をすることもできる。
【００５０】
　最後に、機械的ラッチ４６が設けられ、これは、電気モータで作動することができる。
機械的ラッチ４６は、コネクタ６ａ中の溝と係合することができ、これによって、コネク
タ６ａを連結デバイス４０に固定する。また、該ラッチは、コネクタ６ａの溝から外され
ることによってコネクタ６ａを連結解除することができる。
【００５１】
　車両３０を充電するために、ユーザは車両３０を充電スタンド２まで走らせる。充電ス
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タンド２は、好ましくは、直流電圧を使って充電する急速充電スタンドである。ここで、
例えば、充電ケーブル６を介して、４００ボルトの電圧を１７０アンペアで印加すること
ができる。該充電ケーブル６は、好ましくは固定された方法で充電スタンド２に設置され
、コネクタ６ａを有し、該コネクタは、車両３０の連結デバイス４０中に挿入することが
できる。ユーザは、コネクタ６ａを車両３０の連結デバイス４０の中に差し込み、次いで
、充電スタンド２の入力／出力端末１４に移動する。
【００５２】
　次に、ユーザは、ディスプレイ２２上に表示されるガイドを受けながら、ＰＩＮパッド
２０を使用し、例えば３０分など、所望の充電時間を選択する。ディスプレイ２２は、ユ
ーザに充電プロセスのコストを提示し、このときユーザは支払いを行うことができる。こ
れを行うために、ユーザは、例えば、自分のＥＣカードをカード・リーダー２４に挿入し
、次いでＰＩＮパッド２０を用いて自分のＰＩＮコードを入力する。支払い処理の確認後
、受領書プリンタ２６によって領収書２８がプリントアウトされる。第一リリース・コー
ドを、追加プリント、または領収書２８上にプリントすることができる。
【００５３】
　また、通信手段１６によって、ユーザの電話に、リリース・コードを含むテキスト・メ
ッセージを送信することも可能である。
【００５４】
　支払い処理が完了し、リリース・コードが出力されたならば、マイクロプロセッサ１２
によって、連結信号が充電ケーブル６経由で車両３０に送信される。無線通信経路３４経
由の送信も可能である。連結デバイス４０または連結デバイス４０の通信手段４４は、連
結信号を受信するとすぐに、機械的ラッチ４６を制御しそれらがコネクタ６ａを連結する
ようにする。
【００５５】
　コネクタ６ａを問題なく連結したことは、通信手段４４によって、充電ケーブル６また
は無線通信経路３４のいずれかを経由して充電スタンド２に送信される。連結の確認は、
充電スタンド中のマイクロプロセッサ１２において受信される。連結が確認されれば、マ
イクロプロセッサ１２は、制御手段が充電コントローラ８を介して充電電流を放出するよ
うに、制御手段１０を操作する。このため、エネルギー供給ネットワーク４と充電ケーブ
ル６との間に接続が生成される。
【００５６】
　次に、マイクロプロセッサ１２は、充電プロセスがどの位の時間続いているかをモニタ
する。一切のユーザ入力もないまま充電時間が過ぎると、連結解除信号が、マイクロプロ
セッサ１２によって車両３０に送信される。この送信は、連結信号の送信と同じ方法で行
われる。連結解除信号は、連結デバイス４０中のコネクタ６ａを解放する。コネクタ６ａ
の解放は、充電スタンド２で視覚的に信号伝達することができる。
【００５７】
　また他方では、充電時間を超えてもコネクタ６ａを連結デバイス４０中に連結したまま
にし、解放しなければならないようにすること、あるいは、ユーザが充電時間中に充電ケ
ーブル６を連結解除したいと望むことも可能である。この場合、ユーザは充電スタンド２
に近寄り、ＰＩＮパッド２０で第二リリース・コードを入力する。ユーザは、好ましくは
受領書２８を保持しており、しかして、先に出力された第一リリース・コードをこの受領
書から読み取り、その第一リリース・コードを入力することができる。このリリース・コ
ード入力は、入力／出力端末１４からマイクロプロセッサ１２に送信される。マイクロプ
ロセッサ１２は、先に出力された第一リリース・コードを格納しており、これが、ユーザ
によって入力された第二リリース・コードと対比される。肯定的な対比結果の場合には、
マイクロプロセッサ１２は、車両３０に解放信号を送信し、これを受けて、充電ケーブル
・コネクタ６ａは連結デバイス４０から連結解除され、取り外すことができる。
【００５８】
　また、第一リリース・コードを充電スタンド２で生成するのではなく、管理センター３
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２から受信することも可能である。この目的のため、支払い処理の完了後、充電スタンド
２は、要求信号を無線通信経路３６を介して管理センター３２に送信することができる。
管理センター３２は第一リリース・コードで応答し、これは充電スタンド２の通信手段１
６によって受信され、ディスプレイ２２を介して出力することができる。
【００５９】
　上記方法を活用すれば、充電プロセスを人為的な遮断から保護することができる。支払
った分の充電時間が経過するまで、またはそうする権利のある人が充電プロセスを終了す
るまで、車両から充電ケーブルを容易に取り外すことはできないので、充電スタンドによ
る、支払った分の充電時間の保証が可能になる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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